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博多湾では 20 世紀以来,埋立地の工事が盛んに行われてきた.そのため人工海岸も数多く存在する.本研

究では,人工砂浜・自然砂浜の地形変化調査を通じて,海岸浸食の現象を把握する.将来的には,簡易的なモ

ニタリングが望まれるが,そのための基礎調査手法を見出す.顕著な変化が見られた区域の勾配や植物被覆

率などを分析した.海岸の地形や環境の変化の原因を特定し,解決策を講じることができると考えられる. 
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1.はじめに 

 

 （1）研究背景 

 海面は,過去約 8000年の間に海の強い波によって

現在のように変化した.しかし,この 20 ~ 30 年の間

に海岸の変化が進んでいる.近年の海面上升による

砂浜の減少との推測もある.しかし,世界的に見ても,

依然として大きな砂浜を保っているところは多い.

したがって,海岸浸食の主な原因は,近年進行してい

る人間の建設活動にあると考えられる.近年,大量の

海岸工事や河川工事が継続的に実施されている.砂

浜の砂は主に河川に由来する.近年では河川資源の

開発利用,河川内の砂利採取やダム建設により,砂浜

に流入する砂の量が大幅に減少している. 

日本では,発展を背景に,埋め立てなどの臨海開発

が 30 ~ 40 年近く続いている.日本の海岸侵食量は年

間 160ha に達する.さらにこの侵食量は増加してい

る.2020 年の東京オリンピックでサーフィン競技が

行われる九十九里海岸は,全長 60 ㎞という国内でも

大規模な海岸線のひとつです.しかし,40 年にわた

る海岸侵食で,すでに約 30km の海岸線が侵食され,

海陸境界線が 100ｍ以上後退している.このような

海岸浸食は全国各地で多く発生しており,多くの砂

浜が消失している. 

砂浜の潮間帯は多くの生物の生息地であり,海岸

浸食の進行はこれらの生物に大きな影響を与える.

海岸浸食による弊害は,海岸線を生育環境とする動

植物にも影響を与える.魚類,貝類などの海洋生物を

除いては,海岸線に生息する各種植物やプランクト

ンなど,生態系維持に重要な役割を果たす生物の生

息空間も大きく減っている.これらの生物の数は大

幅に減少し,生態系を破壊する要因となっている. 

 

 

（2）海岸浸食の影響 

 海岸浸食が進み,多くの砂浜が失われているが,
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海岸は波の力を弱め,津波による被害を防ぐことが

できる.このまま海岸浸食が進むと,内陸部では津波

への抵抗力が大幅に弱まり,高潮による浸水の可能

性が高まる.近年,こうした高潮災害で道路や市街地

が甚大な被害を受けたという新聞をよく目にする.

人々の生活や社会経済に深刻な影響を与えている.

高潮浸水などを避けるためには,砂浜の地形変化を

調べる必要がある. 

 

 （3）研究対象 

 博多湾は 1962年から埋立地造成が相次いでおり,

人工海岸が多い,現存する人工海岸の地形変化は観

察しやすい.本研究では,博多湾にある 4 つの海岸を

対象とする.生の松原海岸は自然海岸,愛宕浜海岸,

福浜海岸と名島海岸は人工海岸である. 

図-1 調査地点 

 

 （4）研究目的 

 本研究では,人工海岸と自然海岸の地形変化を調

べることで,現在の海岸浸食現象を把握する.将来的

には簡単なモニタリングができるようになり,その

ための基礎的な調査方法を見出す. 

 

 

2.研究方法 

 

  （1）現地調査 

 これらの海岸で四季に,海岸ごとに特徴が明確な

測線を設定して定点調査を行う.測線は汀線から陸

域限界線までの直線とする.スマートフォンで高所

（3ｍ）からの写真を撮影し,RTK-GNSS で空間位置情

報を記録した.Agisoft（Agisoft LLC）で写真を重ね

合わせ,標高,緯度,経度など空間位置情報データを

入力した.3D モデルを作成した.1ｍの範囲で 30-40

枚の写真を撮る.オーバーラップの度合いは約 80％

であった.本研究における標高測定の基準点は東京

湾の平均海面である. 

 

（2）データの処理と分析 

各海岸の標高データを整理し,各海岸の断面図を

作成し,写真を合成した.具体的には,次のようにな

る. 

a）標高データを整理して各海岸の断面図 

   を作成する， 

b）Agisoft で写真を合成処理して空間位置 

   情報入力する， 

c）顕著な変化が見られた箇所を詳細に分 

   析する， 

d）各測線の勾配の向きと砂の流れの分析 

   を行う， 

e）各測線の変化率の計算する(砂の増加, 

減少)， 

以上の分析を総合すると,海岸の変化をもたらし

た主な地域と要因が明らかになる. 

 

2.3 海岸現状観測 

調査範囲を拡大する,外部からの影響を受けやす

い場所を重点的に監視しながら,他にも影響を受け

やすい区域を探す.海岸の長期監視を行う 

. 

図-2 愛宕浜海岸 

 

 

3.結果と分析 

愛宕浜海岸と生の松原海岸を例に,本研究のデー

タ処理方法,分析手法,分析結果について詳しく説明

する. 

 

（1）愛宕浜海岸 

福岡市西区愛宕にある愛宕浜海岸.1982-1988 年

に建設された人工海岸である.海岸の全長は 1.1km

である.砂浜の幅は満潮時に約 50m,干潮時に約 70m

凡例 

調査地点 

A1 
A2 

A3 A4 
A5 

凡例 

調査地点 
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である.海岸全体を両側の突堤と正面の離岸堤に囲

まれ,内部に安定した区域を形成している. 

まず調査当日,愛宕浜海岸の地形変化を分析する.

愛宕浜海岸の地形標高データを処理し,各測線の断

面図を作成する.断面図（図 3）と地形写真（図 4）

の分析によって,A2と A4の地形が大きく変化してい

る.合成写真と比較すると,この二箇所に浜崖がある.

波が直撃するため,離岸堤の開口部が最も大きな影

響を受ける. 

 

図-3 愛宕浜海岸断面図  

 

標高データを上記の可視化分析に変換することで,

愛宕浜海岸のうち,外部からの影響を受けやすい地

域における,各測線の変化傾向と変化強度を分析す

ることができる.海岸の現状を監視し改善するため.

砂浜の現状を把握すると同時に,現状に至った要因

を探る必要がある 

そこで次に,砂浜の勾配と変化率を分析した.勾配

分析を行う際には,空間位置情報から合成した DEM

データを ArcGIS で勾配分析する. 

 

 

 

 

 

勾配分析は,一般的に DEM データを使用して,バリ

アデータセット内の各像の勾配値を計算するために

使用される.勾配値が大きいほど,地勢は急峻であ

る；勾配値が小さいほど,地勢は平坦である. 

砂浜の勾配を分析することで砂の流れの方向も把

握できる. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-5 愛宕浜海岸勾配向き図 

図-4 測線 A2,A4 の合成写真 
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図-6 愛宕浜海岸断面重ね合わせ図と変化率 

 

分析するによって,砂浜の前浜と後浜の砂の

流れ方向は一致性がないことが分かった.愛宕

浜海岸の前浜は主に離岸堤内部の海浜流の影

響を受ける.海浜流の影響で砂が砂浜の西北側

から東南側に流動する.これが愛宕浜の海岸浸

食の主な原因である.海岸整備のために 2021年

12 月と 2022 年 6 月に砂が増加した.2021 年 12

月から 2022年 4月にかけて,A1の砂は大幅に減

少し,その他の測線は増加している状態である.

愛宕浜海岸は,離岸堤と突堤に囲まれているた

め,河口がない.人工的な方法以外に砂を補充

する方法がない.そして,A2, A3砂の量が増えた

のは,別の方向から沿岸漂砂である. 

 以上の砂浜の勾配の向きと変化率の分析か

ら,愛宕浜の砂は西側から東側に流れ,堆積し

ていたことがわかった.その過程で砂の一部が

波に流されて離岸堤の外に流れていったと考

えられる. 

 

 （2）生の松原海岸 

 福岡市西区の北端にある生の松原海岸.自然

海岸である.海岸の全長は 1.54km である.砂浜

の幅は約 30m で,面積は 40ha である.河口があ

る.自然に砂が補給されている.背後には松の

防風林がある.全海岸の後浜に海浜植生が分布

していた. 

 生の松原海岸の地形変化を分析する.生の松

原海岸の地形標高データを処理し,各測線の断

面図を作成する.断面図から分かるように,砂

浜の勾配はあまり変わらない.荒天の影響で波

が強くなったため,前浜は波に打たれ,地形変

化に大きな影響を与えた.波の強度が増したた

め,もともとは后浜が侵食されて,前浜になっ

た. 

 

図-7 生の松原海岸断面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-8 生の松原海岸各測線の合成写真 

 

 生の松原海岸には人工構造物が建設されて

いないため,海岸の海浜流は複雑な反射過程を

経ない.基本的に自然の波の作用に従って流れ

る.A2 の向きは東北に流れて,A3 は西北に流れ

る.砂は沿岸流によって海岸の中部に移動する.

そして離岸流によって海に流れ,海岸浸食を引

き起こす. 

また,海岸植物に覆われた自然海岸での砂の
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流れにも注目したい.海浜植物が砂の流失に対

して抵抗作用を持っていることが知られてい

る.しかし,この抵抗作用はどのような場合で

効果があり,砂の流失を防ぐのにどれだけ効果

があるのか.次の分析が必要である. 

 
図-9 愛宕浜海岸勾配向き図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-10 生の松原海岸断面重ね合わせ図と変化率 

 

 生の松原海岸では 2021 年 12 月と 2022 年 6

月に砂が減る.この期間の変化率が増加してい

る状態である.2021 年 12 月から 2022 年 4 月に

かけて,A2 と A3 の砂が大幅に増える.愛宕浜の

ような人工海岸とは異なり,生の松原海岸の土

砂流失は前浜だけでなく,後浜でも顕著な変化

が見られた.これは,海岸の後浜に砂の流失を

抑える方法がある.愛宕浜后浜は植物に覆われ

ていないため,砂は通年失われた状態である.

生の松原海岸には海岸植物が分布しており,季

節によって生長状況が変化する.これが後浜の

砂変化率の起伏の原因と考えられる.そこで生

の松原海岸の植物被覆率の分析を行った. 

図-11 生の松原海岸の植物被覆率 

 

 以上の分析から,海岸の砂が流失する原因は,

波の以外に植物被覆率の影響も考えられる.砂

が減少した主な区域は砂浜の後浜であること

が初歩的に判断された. 

 冬季,砂浜の表面は植物被覆率が低くなり,

強風の影響を受けて,植物の葉の下を覆ってい

た砂が流失しやすくなったと考えられる. 

 

 

4.まとめ 

 海岸の可視化分析を行って,特異点を見つけ

出し,海岸の現状を把握する.また,顕著な変化

が見られた区域の勾配や植物被覆率などを分

析した.海岸の地形や環境の変化の原因を特定

し,解決策を講じることができると考えられる.

このような簡単なモニタリング手法を用いる

ことで,海岸の現状把握,海岸の日常維持や浸

食要因の分析に役立てることができると考え

られる.今後,海岸整備の維持管理量を減らす

ために提案することも考える. 
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DISCUSSION ON MONITORING METHOD OF TOPOGRAPHY AND 
ENVIRONMENT OF NATURAL AND ARTIFICIAL COAST IN HAKATA BAY 

 

Jinzuo LIU，Satoquo SEINO，Yawen SONG，Shinya IKEMATSU and Hideo 
KINOSITA 

 

Since the 20th century, there have been frequent land reclamation projects in Bodo Bay. So there 
are a lot of artificial coasts. This study investigated the topographic changes of artificial sand 
beaches and natural sand beaches to grasp the phenomenon of coastal erosion. It is hoped that 
simple monitoring can be carried out in the future, for which basic investigation methods should be 
found. The slope and plant coverage of the areas with significant changes were analyzed. Causes of 
changes in coastal topography and environment can be identified and solutions can be sought. 
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